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令和 4年度８月補正予算の概要 

１ 予算編成の考え方 

原油価格・物価高騰等への対応、令和４年３月１６日発生福島県沖地震の被災へ

の対応など、緊急に対応すべき予算を計上した。 

 

２ 一般会計補正予算（第３号）の概要 
（１）予算規模 

歳入については、国県支出金、繰入金、市債、歳出については、予算編成の考

え方に基づき、それぞれ計上した。 
この結果、補正額 385,586 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

45,499,214千円となった。  

（２）主な補正内容          【凡例】 ○新：新規事業 ○拡：拡充事業 

①原油価格・物価高騰等への緊急的対応 

○拡個人番号カード等交付事業（P12） 41,039千円 

○新物価高騰対応生活困窮世帯緊急支援事業（P12） 62,956千円 

②令和４年３月１６日発生福島県沖地震の被災への緊急的対応 

集会施設整備事業費補助金（小高区）（P10） 3,768千円 

集会施設整備事業費補助金（原町区）（P10） 114千円 

災害見舞金（P14） 2,500千円 

現年発生公共災害復旧事業（公立学校施設）（令和４年地震）（P14） 2,324千円 

③その他の緊急的対応 

○新庁舎非常用電源確保整備事業（P10） 10,000千円 
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（３）地方債の補正 
 
（追加）                                 （単位︓千円） 

 
 
 
 
 
 

 

【参考】基金の状況 

○財政調整基金                              （単位︓千円） 
 
 
 
 

 

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

5,005,069 982,314 4,022,755 300,042 262,885 562,927 975,897 74,221 1,050,118 3,535,564

取崩額
Ｒ4末残高
見込み

財政調整基金

※地方財政状況調査（決算統計）に基づいて、出納整理期間中の取り崩し後を表記

基金名
Ｒ4.3.31時点

残高
出納整理期間
取崩額

Ｒ4.5.31時点
残高
※

積立額

限度額 起債の方法 償還の方法

46 非常用電源整備事業 10,000

証書借入
又は

証券発行

　融資条件の定めのある資金
については、その融資条件に
より、その他の資金について
は相手方との協定によるもの
とする。
　ただし、繰上償還をし、償
還年限を短縮し、又は低利債
に借り換えることができるも
のとする。

起債の目的 利率

　年３．０％以内
（ただし、利率見直し
方式で借り入れる資金
について、利率の見直
しを行った後において
は、当該見直し後の利
率）


